[bookmark: _GoBack]■1995年　マクロウィルスで爆発的に流行
1986年に作成されたウィルスは、まだシンプルなものでした。翌年、アンチウィルスソフトも開発されましたが、これもずいぶんとシンプルなものでした。
このウィルスがいっきに知名度を上げるのが、1995年のマクロウィルスからの登場からです。
「マクロ」とは、プログラムの一種で、あらかじめいくつかの操作ステップを記述することで、複雑な操作でも瞬時に行うことのできる便利な機能です。このマクロを使ったウィルスがマクロウィルスというわけです。
標的となったのはマイクロソフト社のWordとExcelです。これらには充実したマクロ機能が搭載されており、それを使用してウィルスを作成します。WordやExcelに搭載されている機能ですから、通常のプログラム言語と比較してずいぶんと簡単です。素人でもウィルス作成が可能となり、90年代後半は爆発的に流行しました。
